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論 文 内 容 の 要 旨
著者は塩分の多い環境下で葉枯れを生ずること少なく, かなりの発育をする生態型を耐塩生態型と名付け
た｡ 本論文はかかる耐塩生態型を成立させる内的条件を究明し, 菓枯れ現象の発現機作を解明し, 耐塩栽
培法の確立に資しようとしたもので, 8 章からなっている｡
第 1葦は緒論であって, 第 2 章では塩水処理個体における葉枯れと外部環境条件との関係を検討し, 多
窒素, 空気湿度の増加, 日照量の制限などの条件は耐塩生態型の成立を促すことを明らかにしている｡
第 3茸では塩水処理による菓内水分含量の減少は菓枯れと直接的に関連しないことを明らかにし, 菓枯
れに対 して体内における溶存 N a および C 1 イオン (以下イオンと略記する) の作用を無視し得ないとし
ている｡
第 4 章では塩水処理個体における莫内イオン量の変化と菓枯れとの関係を検討している｡ 葉枯れは下位






第 6 葦では耐塩生態型の成立に役立つ多窒素条件にも限界の存することを指摘し, 菓枯れ現象が全窒素
含量や全タンパク質含量と対応せず, 水溶性タンパク質含量とよく対応することから, この画分は塩害発
現に際して, イオンの作用場面に関与する重要な要素であろうと推論している｡






論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
作物の塩害については従来多くの研究があり, その原因を根部における吸水障害, イオンの直接 的 障
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